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１０年後の日本の未来　
～変わるもの、変わらないもの～

特 集

今回の特集は、会長ゆかりの方々をお招きする会長鼎談です。今年は、小川恵司当会会長が、平将明衆
議院議員、(株)ドワンゴ取締役ＣＣＯ横澤大輔のお二人と、１０年後の日本をテーマに語りました。常に時
代の最先端を見据えながら、政界とエンタメ界のそれぞれで活躍し続けるお二人に、今後の展望を聞きま
す。また、法曹の未来、これからの弁護士に必要とされるスキルやマインドについては、新人弁護士はもち
ろんのこと、中堅やベテランの弁護士にも必見の内容となっています。
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い地図は軍事上の理由で出せませんと断られたり
するわけよ。
小 川 そうそう。

平 だから、そういう全然カルチャーも制度も
違うところで公金を使いながら、社団法人が事業
をするというのは結構大変で。
小 川 しかも、そこでお金が流用されていたら国

際問題になるので。
平 領収証もいい加減な領収証だった。

小 川 正しい領収証なのかどうかが分からないん
だよ。

平 ざっくりとした領収証を出してくるんだよ
ね。
小 川 すごいざっくり。一式みたいな（笑）。

その後、中国だけではなく、いろいろ世界の会議
とかあちこちに行って、いろいろな国際会議に参
加したりとか。

平 中国での植林は成功して結局10年やって
いたね。
小 川 横澤さんとの出会いは、2004～2005年ぐ

らい。当時彼がやっていた会社は、携帯の着メロ

出会いのきっかけ

小 川 平さんとは東京青年会議所（東京JC）で
私が34~5歳の頃に出会いました。

平 2001年から国際政策担当理事となり、そ
のときに一緒に中国での植林を始めたんです。
小 川 向こうのカウンターパートが中華全国青年

連合会というところで、そことの間で植林の合意
書を作ることになって。それで、一緒に打合せを
して。その頃はまだ東京JCに入って1年ぐらいし
かたっていないときで、それでもうすぐに中国に
行って、39万本植林してきて。黄河がたびたび
氾濫するから、黄河を守るためにというものなん
だけれど。

平 日中緑化交流基金という国の基金で行った
ので、まず見積りを取って予算化して、その後、
報告をしなくてはいけないんだけれど、中国と日
本でルールが違うんだよね。例えばここの山のこ
のエリアにはこういう木の苗を植えますという地
図を出したいって言ったら、縮尺がある程度大き
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10年後の日本はどうなっているか

小 川 お二人はこれまでも常に新しいことにチャ
レンジされてきた方なので、今回の対談で一番聞
きたいのは、端的に言えば「2034年の日本って、
どんな社会になっているのか」ということなんで
す。この10年でサイバー社会はどのぐらい進む
と思いますか。

平 まずは2022年11月に大規模言語モデルと
いわれるAIモデルが出現しましたよね。その代
表が「ChatGPT」ですが、びっくりするほどの
文章の滑らかさでみんな衝撃を受けました。僕は
自 民 党 の「AI の 進 化 と 実 装 に 関 す る PT」 を
2023年1月につくって、4月にOpenAI社のサム・
アルトマンCEOを日本に呼んで、岸田総理とも
面会させたんですね。

テキスト生成系で利用されるAIモデルは、大規
模言語モデル（LLM : Large Language Models）
と 呼 ば れ る モ デ ル が 主 に 利 用 さ れ て い て、

「ChatGPT」はその商品名なのですが、今のモデ
ルはテキストベースなんですよね。でも、この後
出てきた「GPT-4」は画像も認識するし、画像の
中にある物体の物理原則も理解するし、使途拡大
の可能性は無限です。

これからさらにいろいろなサービスや産業など
が変わり、政府は最大限AIを使おうという方針
の下で動いているので、どこの会社のものを使う
かは別として「政府AI」みたいなものは出てく
るはずです。

そうすると、例えば大臣答弁の下書きはAIで
できますよね。いわゆる大臣答弁というのは、やっ
ぱり過去の答弁との整合性がなければいけないけ
れど、議事録を政府AIに全部読ませれば、過去
の経緯も踏まえての大臣答弁を書けるわけで、若
手の官僚が深夜こうやってデータベースを引っ
張ってやる手間は省けます。
横 澤 読み込ませてしまえばいいですからね。

平 ただ、問題はAIでも結構間違えるので、

の会社で。着ボイス※1とか音源を開発していた会
社で、当時20代だったよね。
横 澤 23歳とかだと思います。19歳のときに会

社をつくって、上場を目指す際に、きちんと法整
備もしなくてはと、社長を招聘して僕が会長に
なって、その社長が小川先生をご紹介くださって。
当時はまだデジタルコンテンツを作っていくとき
のフォーマットがなかったんですよね。例えば着
ボイスで誰々さんをキャスティングします、こう
いう使い方をしますという契約書がまずなくて、
そういうのにたけている弁護士の方もいなかった
ところ、小川先生がエンタメ関係をずっと担当さ
れていたということで、いろいろフォーマットを
一緒に作っていただきました。
小 川 一緒に考えてという感じだよね。
横 澤 そうですね。考えてやっていましたね。
小 川 例えば、長州力さんのものまねの、長州小

力さんの着ボイスの権利関係を考えるとして、長
州力さんの了解はいるかとか（笑）。
横 澤 声は肖像とも違うので。顔がないから声だ

けを聞かれたとき、それはどうなのかとか。今は
当たり前ですが、当時そのようなスタートアップ
企業ってなくて。だから、トラブルはたくさん起
きました。
小 川 若い会社でみんなやんちゃで、就業規則も

あるのかないのかよく分からないという。でも、
社員は100人以上いるという、そういう不思議な
会社で。最終的にドワンゴの傘下に入るぐらいま
でだよね、ずっと一緒に仕事をやっていたの。
横 澤 そうですね。だから十数年はやっています

よね。新しいコンテンツフォーマットを作ってい
くと、それに対してのビジネススキームが新しく
生まれるじゃないですか。それを全部小川先生と
やってきたって感じですもんね。「ニコニコ生放
送」※2をやるときも、今までデジタル上の生放送
出演という概念がそもそもないので、そういうも
のの出演契約をどうしたらいいのかとか相談して
いました。

※1  2000年代初頭に登場した携帯電話サービス。着信音やアラームなどをタレントの声で再生できる。　※2  インターネット上でのストリーミング配信サービス。
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サイバー空間の発達がもたらす変化

小 川 今、総務省では2030年頃の来る未来の姿
として、サイバー空間とフィジカル空間が高度に
融合・一体化しつつ、自己完結性の高いサイバー
空間が1つの社会として併存することを目指すと
しているけれど、これは何かメタバース※3みたい
なものがもう少し進むのかな。

平 去年から今年にかけて、メタバースは1回
ブームが終わった感があったのに、今後非常に進
化する予感がします。まず生成AIで、メタバー
ス空間が安いコストでもリッチになる。また、い
わゆる人間のアバターではなくてAIアバターが
出てくるよね。それでAIグラビア的な、とても
チャーミングなアバターがAIで動いていると。
でもサイバー空間においてのことだから人間だか
AIだか分からないという世界が来ると思います
ね。

それとメタバース空間に経済圏を埋め込むに
は、いわゆるweb3※4的なトークンエコノミー※5

のようなものが、きちんと組み込まれていないと
いけない。そうでないと、『あつまれ どうぶつの

発言したらそれは大臣の責任になるということ。
だからAIを入れるときに大事なのはヒューマン・
イン・ザ・ループと言って、その意思決定のとこ
ろにきちんと人間を入れるということです。重要
な意思決定は特にそうすべきです。そういう世界
観は10年と言わずもうすぐ来ると思いますね。
「ChatGPT」とかAIと話していると、何かこ

う人格があるのではないかと錯覚するけれど人格
はないので、それを便利なツールとして使いこな
すというのが、今の時点では一番いいのではない
かという整理を我々のPTはしています。
横 澤 AIに対して敵か味方かみたいな議論が今

ありますが、ここが、近い将来結構顕著になって
くるのかなと思うんですね。

では、敵というふうに判断する、味方というふ
うに判断する軸って何だろうと思ったときに、
やっぱり使う人の意思だと思うんですよ。AIは
勝手に動いていくけれども、感情はないので常に
合理化、効率化をしていくだけのシステムであっ
て、そこに対してこうしてほしいという人間の意
思が介在しなければ、やはりそれは使えるものに
はならない。そこで、自分がどういう世界をつく
りたいのかというところの意思がまずありきで、
AIがそのプロセスを短くしてくれるというだけ
のものであるべきだと僕は思うんですよね。

そうすると、やっぱりAIと共生していく人と
いうのは、意思がある人、ビジョンがある人。敵
だというふうに思う人は、自分の仕事が奪われる
かもしれないと思う人、意思ではなくて仕組みの
中で動いている人なんだと思うんですよ。仕組み
の中で動いている人というのは、おそらくAIに
代わっていってしまう。だけれど意思を持って次
の何かビジョンを持ってやりたいという人には、
AIは使えるものになる。

自分がどういう世界を、どういうビジネスをつ
くりたいのかというところが、とても問われる
10年になるのではないかというふうに思うんで
すよね。

※3 インターネット上の仮想空間。ユーザーは、３次元で構成された仮想空間の中で、自分自身の分身であるアバターを介して自由に動き回り、他者と交流し、商品やサービスの売買などを体験できる。
※4 次世代の分散型インターネット。現在は、GoogleやAppleなどGAFAと呼ばれる巨大IT企業が提供するプラットフォームに依存しており、インターネット上の情報は中央集権的に企業の手で管
理されているが、web3では、仲介組織を介さずに通信が可能になるため、セキュリティが向上するとされる。　※5 デジタル通貨による新しい経済圏。円やドルといった法定通貨ではなく「トークン」
というデジタル通貨を用いて経済が循環する。　　
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います。いわゆるweb3的なウォレットには法定
通貨も入っているし、ステーブルコインも入って
いるし、暗号資産も入っているし、会員権の
NFT※8 も入っているし、アバターも何体か入っ
ていてID付きのアバターがあったり、ID付きで
はないアバターがあったりして、それらのアバ
ターで好きなところに行くというそういう世界に
なるのではないかと思います。
小 川 デジタル通貨になるのかな、バハマとかが。

平 CBDC※9 のようなデジタル通貨は一時ブ
ロックチェーンが出てきて、盛り上がっていたけ
れど、イーサリアムの創設者が言うには、今は盛
り下がってきていると。

ただ、一方で日本はステーブルコインのような
ものが出てくると、実際、デジタル円と一緒なの
で、それが台頭してくる可能性はあるよね。
横 澤 僕はメタバースがはやったときに、少しこ

う何か引いていたんですよね。やっぱりそこに経
済圏がひも付かない限りは、持続性を持たないの
で続かないだろうなと。あとは、ある特定の一企
業がメタバース空間にできる投資に対して、その
空間の維持費というのが合わない気がします。

森』のようなゲームの世界にすぎないんだけれど、
トークンエコノミーがビルトインされるからこそ
メタバースは面白くなる。ただ、それって暗号資
産のような価格変動の高いものだけだと、まじめ
な経済圏はできにくいわけ、投機的になるから。

でも、それも日本のメガバンクがステーブルコ
イン※6 という法定通貨にペッグ※7 した暗号資産
を出すようになるので、AIアバターとしての機
能が劇的に進化するのと同時に、ステーブルコイ
ンの登場で、トークンエコノミーもビルトインし
やすくなるから、メタバースは急激に進化するの
ではないかと。あとはVRなどのゴーグルの進化
ですね。眼鏡をしている人はみんなゴーグルをつ
けるのが面倒くさいから。
横 澤 そうですね。

平 さらに言うと、例えば今の「ChatGPT」だっ
てすでに恋人みたいに受け答えをしてと言った
ら、恋人みたいに受け答えをするわけですよ。僕
らが読める一生分の小説とかもろもろのもう何京
倍とか、ちょっと想像できないくらいいっぱい恋
愛小説をAIは読み込んでいる可能性があるから。
横 澤 ラブロマンスを熟知しているわけですね

（笑）。
平 だからプロンプト次第ではどんな受け答え

方もできるので、例えばAIアバターのようなも
のが出てくると、自分好みにどんどんカスタマイ
ズできると思うかもしれないけれど、実は逆なん
だよね、思い通りにならない。たぶんこの人のマ
インドを支配しろという方向の指示をしたら、AI
のほうがいろいろなことを学習しているので、そ
ういう指示をしてきた人を逆にコントロールする
のもたやすい世界が生まれてくると。

どちらにしろ、みんな今だって常にスマホを見
ているけれど、その間はサイバー空間にいるのと
一緒で、それがもっと立体的になってアバターな
どが使えるようになって、そこが経済圏になって、
リアルな世界とメタバース空間を行ったり来たり
するようになってという世界になると僕は思って

※6 法定通貨や金など裏付けとなる資産を担保に発行し、価格が大きく変動しないよう設計された電子決済手段。　※7 固定相場制。　※8 Non-FungibleToken:非代替性トークンの略。暗号
資産（仮想通貨）と同じく、ブロックチェーン上で発行・取引される偽造不可な鑑定書・所有証明書付きのデジタルデータのこと。　※9 中央銀行デジタル通貨（Central Bank Digital Currency）。
既存の預金とは異なる、新たな形態の電子的なマネー。
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安心、安全ということが分かった瞬間に、彼らは
どうなったかというと、やっぱりリアルの世界で
会いたいという欲求が生まれたんですよね。それ
がオフ会であったりとか。そのオフ会を集めたも
のが「ニコニコ超会議」※11 なんですよ。そうす
ると今度は「ニコニコ超会議」というところがリ
アルな空間と、このネットの空間がシームレスに
つながっていくんですよね。ネット上での活動と
いうものをここで表現して、またみんなでリアル
でも会おう。ここのベースメントというのはやっ
ぱり安心、安全というふうに思ってもらえたんで
す。
小 川 これからは、そのリアルな世界と、このバー

チャルな世界をみんなパラレルに持っていくのか
な。

平 たぶん相互に作用して、そのサイバー空間
で盛り上がるとリアルの空間で盛り上がるし、リ
アルの空間が豊かになるとサイバー空間も豊かに
なる。
横 澤 今は、リアルとバーチャルを別々に考えて

いる感じがあるように思います。今後はそうでは
なくて、併存だと思うんですよね。今のNFTも、
デジタルで例えば絵とかを持ってきて売るという
ものも、あれは僕らからすると待ち受け画面のダ
ウンロードサイトと一緒なんですよ。あれは結局
NFTを買ったら飾れる場所がないと、成り立た
ないわけです。だから、その絵を買ったらNFT
美術館のようなものがあって、そこにこうピッと
やったら、遠隔で飾られるとか。

結果、メタバース空間上で行われたものがリア
ルに影響するし、リアルなものが、そのメタバー
ス空間に影響し合う。自分のアイデンティティを
使い分けるというか、こっちは趣味ねとか、こっ
ちは仕事ねとアイデンティティを分散化させて、
豊かにしていくというのがベースになるんだろう
なということが、ここ16年プラットフォームを
やってきた立場の見方ですね。

小 川 なるほどね。
横 澤 プラットフォームが乱立するだろうとは

思っていて、そうすると、やっぱり投資額に応じ
た世界の大きさになると思うんですよ。だから、
たぶん日本企業ではできない可能性が高いと予測
していたので、MetaであったりAppleであった
り、ああいう企業が作るメタバースというものが、
結果、牛耳ることになるんだろうと。それが出る
まではいったん静観かなと。
小 川 何か世界を支配するメタバースみたいなの

が出てきたときに、各企業がそこに出店し始める。
横 澤 結果、リアルのものがどれだけメタバース

空間にコミットするかになりますよね。それは人
も物もお金も企業も、そのすべてのものがどれだ
けその空間の中に入るかということが、結果、メ
タバースがリアルに近づくという話なので。

私たちが運営している「ニコニコ動画」という
サイトの中は、リアルなところに居場所をなくし
た子たちというのが、マーケットだったわけです
ね。例えば自分の趣味とか嗜好とか、そういうも
のに対して、小中高大学というリアルなコミュニ
ティでは共感を得られる仲間などに出会えなくて
引きこもってしまった若者が大勢いた。でもイン
ターネットができたことによって、あっ、こんな
に自分の好きなものと共感してくれる人たちがい
るんだと「ニコ動」にぶわっと人が集まったとい
うのが、うちの会社の勃興期だったと思うんです
ね。

これって「ニコ動」が一種のメタバース空間だっ
たと思うんですよ。アバターというものはないけ
れども、ハンドルネームというもう1つのアイデ
ンティティをネット空間に作って。
小 川 なるほどね。
横 澤 ボカロ※10 とか、自分の好きなことをやっ

ていたら、その経済圏の中で自分のもう1つのア
イデンティティが自分よりも稼ぐということが、
持続性の鍵を握ったんですよね。リアルの世界で
寂しい思いをしていた人々が、ネット上で集って

※10 ボーカロイドの略。ボーカル＋アンドロイドの造語。ヤマハが開発した音声合成技術とその応用ソフトウェアのこと。　※11 ドワンゴが主催する、ニコニコ動画を中心としたオンライン上のコン
テンツをリアル（幕張メッセ）に再現した参加型イベント。
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る。やっぱりそれはそれだけお金が要るというこ
となのかな。

平 僕らが進めているデジタルガバメントは、
初期に費用がかかったってその後の維持費が劇的
に下がるという絵をきちんと見せなければだめだ
という話。政治の世界でいうと大きな政府か小さ
な政府かという議論をしてきたけれど、ITを入れ
てスマートな政府にしますと。あとは役所へいち
いち行かなくていい、リモートでいいと。その代
わり最初のところの個人認証のひも付けはきちん
とやりましょうねという話。
小 川 さっきの話にもあったけれど、いろいろな

ものの開発をAIができるようになったら、それ
で仕事を奪われる人がいるのではという、そうい
う怖さもあるんじゃないかな。

平 ただ、圧倒的に日本は人手不足なので、失
業問題というのは他国に比べてそんなに気にする
必要はない。あと人間しかできないことってある
ので。接客業にしてもホスピタリティにしても。
そこは絶対に残るよね。だから、それよりも今の
人手不足とか日本が抱えるさまざまな課題を、AI
を使ってどう解決するかということに専念できる
という話だと思います。
小 川 個人情報でも個人にひも付かないマーケ

ティング情報というのは、ビッグデータとしても
う世に出ているわけで。それを利用して今、物を
売っているわけだし。だから、日本のコンビニは
すごいでしょう。無駄な物を何1つ置いていない
という。外国人が来たらびっくりするらしい。

平 あのコンビニのPOSシステムというのは、
非常に精度が高いといわれているんだよね。

個人情報についてヨーロッパはGDPR※13だし、
アメリカはGAFAM※14の世界観だから、ヨーロッ
パとアメリカはそれぞれ少し違う方向を向いてい
るわけですよ。

我々は大切なものを守るためにルールを標準化
しましょうといって、DFFT※15 というのを言い
出して、今回のG7でDFFTをアジェンダに入れ

未来の働き方

小 川 リアルの世界で言うと、少子高齢化で労働
人口がどんどん減っていって、コンビニやスー
パーでは無人化が進んで、いろいろなところから
人がいなくなって人と接する場面もすごく少なく
なるのかね。

平 人が接してくれるというのは高級というこ
とになる。
小 川 公共交通機関も無人化する。
横 澤 物流のトラックも。

平 なるかもしれないね。
横 澤 政治家もそういう傾向が出てくるんです

か。地方自治体の定員割れみたいなところが出て
くるとか。

平 政府はどうなるかというと、今デジタルガ
バメント※12 というのをやっています。デジタル
ガバメントをクラウドでやるのが、いわゆるガバ
クラです。ガバクラになると何ができるかという
と、サイバーセキュリティがやりやすくなるのと
AIが使いやすくなるんですよね。マイナポータル、
マイナンバーカードでほとんどの手続きはそこで
終わるので、本当に人でやらなければいけないと
ころだけ現場に残るんだよね。そうすると圧倒的
に効率的な政府、行政ができる。
横 澤 なるほどね。

平 それで本当に人でやらなければいけないと
ころだけ人でやる。だから行政サービスはOne 
to Oneマーケティングのような形になっていっ
て、これまでのアナログの世界みたいに一律10
万円配ることもしないし、一律軽減税率もたぶん
なくなって、困っている人に困っているタイミン
グで必要な手を差し伸べる。そうすると、効率が
よくなってランニングコストは劇的に下がる。公
務員の数は減らざるを得ないよね、人、採れない
から。で、給料は上げるという制度になる。
小 川 でも、国家予算はどんどん増えていってい

※12 ＩＴ技術を行政のあらゆる分野に徹底活用することにより、市民や企業の事務負担の軽減や利便性の向上、行政事務の簡素化・合理化を図り、効率的・効果的な電子政府・電子自治体を実
現すること。　※13 ＥＵ一般データ保護規則（General Data Protection Regulation）。個人データ保護やその取扱いについて詳細に定められたＥＵ域内の各国に適用される法令。　※14 ア
メリカのIT企業大手であるGoogle、Apple、Facebook（2021年10月にMetaに社名変更）、Amazon、Microsoftの頭文字をつないだ造語。　※15 Data Free Flow with Trust（信頼性のある
自由なデータ流通）の略。プライバシーやセキュリティ、知的財産権に関する信頼を確保しながら、ビジネスや社会課題の解決に有益なデータが国境を意識することなく自由に行き来する、国際的に
自由なデータ流通の促進を目指すコンセプトのこと。
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特集 １０年後の日本の未来～変わるもの、変わらないもの～

将来的になったときに、本当に合意があったのか
どうかというのをどう立証するか。

平 原本という考えでいけばまさにNFTだよ
ね。ブロックチェーンのNFTが証明書にはなる
けどね。
小 川 合意したかどうかまでは分からないし。例

えば、脅かされましたって言って、その録音デー
タも本当にAIで好きにできてしまう。

平 生成AIでは、ディープフェイクの大衆化
といわれていて今まではある程度技術がないと
ディープフェイクできなかったけれど、今は誰で
もできる。だから、音声とか画像のその証拠能力っ
て根本的にかなりの解析能力がないとできない。
横 澤 例えば改ざんされていない証明技術は、配

達証明的な、結局ちょっとアナログになるんだと
思います。
小 川 そうなんだよ。だから、郵便局で出す内容

証明が結局証明力が高いみたいな（笑）。
横 澤 電子サインをするときに、例えばその証明

の何かコードを入れることで、それが内容証明的
になって。デジタル公証人役場のようなものが、
たぶん出てくる。使用するとき何か認証が必要に
なってくるということですよね。
小 川 だから、それこそ本人とIDとの一致とい

うのがもっと進めば問題ないんだけれど。そこま
で個人情報は出せないだろうから。

平 「DocuSign」とか電子署名してサインす
るようなシステムがあるでしょ。あれなんかずい
ぶん前に登場したものだから今はさらに進化して
いると思うけれど、単なるデジタルデータが正し
い、正しくないではなくて、どこでサインしたか
とか、タイムスタンプで何時にしたかとか、そう
いういろいろな情報を総合的に見て真正性を判断
するというようなことを言っていたから、多角的
に検証して、これは真正ですよというデジタルの
証明の仕方も進化してくるんだと思う。
小 川 そのあたりのデータも全部出して、これは

真正に成立した契約ですよということを証明する
ことになるのかなと。

それで、やっぱり10年後に向けて漠然とした
不安として日本のITリテラシーが低いという点。

て。それと同じようにAIだっていろいろな課題
はあるけれども、自由に使えるからといって個人
情報や知財に関して何をやってもいいって話では
ないわけですよね。そこは世界の流れの中でもひ
とつの課題ですね。

裁判とIT化

小 川 我々の業界でもようやく再来年から民事裁
判がIT化ということで、弁護士は全員オンライ
ンで訴えを提起することになるんですね。もちろ
ん相手方にはまず郵便で訴状が送達されるのは変
わらないけれども、IDとパスでシステムに参加
して、裁判の期日を行うことになる。書面のやり
とりが電子化するというだけではなく、証拠も全
部デジタルになる。

平 証拠をデータ添付するの？
小 川 そう。そうすると、何が怖いかというと、

証拠の原本というものがデジタルだと、もう何が
オリジナルかって分からない。今、我々は契約書
の原本を見て、指紋がべたべた付いた、赤いはん
こが押された契約書を見ているんだけれども、デ
ジタル上のやりとりで合意しましたという契約に



28 NIBEN Frontier   2024年1・2月合併号

今、日弁連で試行中なんだけれども、オンライ
ンの調停というのをやろうとしているので。

知的財産権とAI

小 川 知的財産権に関する法制度や運用もこの先
10年で変化しそうですね。

平 知財のところは、実はAIの進化と実装に
関するプロジェクトチームではなく、自民党の知
財調査会というところがやっています。『ラブひ
な』という漫画の作者の赤松健参議院議員が今そ
の議論の中心にいるんだけれど、実際赤松さん自
身は漫画家として漫画の著作権者、知財ホルダー
なわけですよね。

OpenAI 社 な ど 生 成 AI の 会 社 の CEO と か
CTOと話すと、得た利益は、知財ホルダーに報
いる形を作りたいと思うと、みんな口をそろえて
言っていて。ただ、それが具体的にどういう仕組
みなのかというところまで煮詰まっていないとい
うのが今の議論のところかな。
小 川 要は音楽の著作権が印税の分配という仕組

みを徐々に作り上げてきたように、使ったものに
対して正当な報酬を払うという仕組みができれば
いいんだろうけれど、まだAIのそのアルゴリズ
ムが誰のものをどのぐらい食っているのかという
ことが分からない。定量化できない限りはきっと
難しいんだろうなと。それまで一切野放しなのか
というと、そういうわけにもいかないし、世界中
に公開されている情報を見るなということも難し
いから、現実的には、まずは著作権管理団体と提
携を結ぶというか、そういうところから入るのが
現実的なのかなというふうな気はするけれども
ね。
横 澤 企業目線で言うと、うちの場合、「ニコニ

コ動画」というプラットフォームをやっていて、
当時、既存のレコードビジネス、CDビジネスの
原盤権が帰属しているものに関しては、やはり同
じ議論があったんです。うちの場合はボーカロイ
ドという、歌うその人間が機械であるということ

中国とか韓国のほうがITツールを使いこなすの
もリテラシーや技術も高いし。

昔は、判例索引集というので、本を探したんで
すよね。それでようやくその判例の索引の中から
当たりをつけて、その原典のある号数を取り出し
てきて判例の本を読む。目的の判例を探すだけで
結構なスキルというかノウハウが必要だったんで
すよ。だから、そこにお金を払ってもらえる価値
があったんです。ところが、判例がデータベース
化されて検索ができるようになったから、判例を
調べてこんな判例がありますよとお客さんに見せ
ても、で、何？みたいなことになってしまう。そ
れまで人間が手作業でやっていたのを、技術が代
替したことによってしなくて済む。仕事が奪われ
た場面ではありますよね。

平 政府も司法も一緒だと思うよ。全部読み込
ませるんだと思うよ、AIに。とにかく若い世代
は AI を自分で使い倒してねと。そうすると、
AI ってこんな感じなんだって肌感覚があると、
その先の展望も見えてくるから。上の人たちは使
いもしないでしょう。使いもしないで、ああだこ
うだ言っても、それでは始まらない。
小 川 でも、それでも我々の仕事がなくならない

なというふうに思う。もちろんAIで契約書チェッ
クというのがあって、定型文から漏れているのを
探すのはできるけれど、この契約書で一番リス
キーなのはどこかというのは、AIも分からない
から。
横 澤 文脈がないと難しいですよね、その背景。
小 川 例えば1つの言葉をとっても、この状況に

おいては一義的に明確なんだけれど、この状況に
おいてはお互い違うことを考えている可能性があ
るという言葉があるとすれば、それを後でもめな
いように、きれいに具体的に書いていこうという
仕事が弁護士のやる契約書チェックになるから。

あと、本当は、一番リモートでの手続きにふさ
わしいのは、家庭裁判所の調停なんです。夫婦で
離婚調停をやるときに、相手と待ち合わせ場所は
違うとしても顔を合わせるのが嫌だという人が
いっぱいいるから、これこそオンラインでやれば
いいのにって言っている。
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特集 １０年後の日本の未来～変わるもの、変わらないもの～

早晩抜いてしまうんですよ。AIで自動的にいろ
いろ作れるし、本作はこういうアングルだったけ
れど、こっちのアングルから見たいと言うと、も
うそういうのもすぐできるようになっているの
で。
小 川 もう今すでにあるんだけれど、例えばその

映画とかドラマの中にスポンサーの看板を入れ込
むという、これも技術があれば簡単にできますよ
ね。その場合に元の映像に出演している演者さん
の了解がいるかとか。

平 なるほどね。
小 川 そういう問題もあるんだけれど、たぶんこ

れからCMのやり方も変わっていくんだろうと思
う。

平 だからそのときにやっぱり僕は立法者と、
その法律の民間の専門家の連携が非常に大事だと
思っていて。現在の条文解釈で弁護士でも判断し
きれないところは、我々も誰も判断できないんだ
けど、では、それはどういう規定・規則を入れる
のか、入れないのか、自主規制でガイドラインで
いくとか、法改正できっちりやるのかというのを、
やっぱり将来を見据えてやっていく必要がある。
あと競争相手の他国がこうやっているから、それ
にただ合わせただけではなくて、日本はあえてこ
ういうレギュレーションのデザインにしようと
か、そういうところの連携って本当に重要になっ
てくるね。

今まではどっちかというと我々は、業界団体と
役所と政治家でやってきたんだけれど、いわゆる
AIとかブロックチェーンに関しては、役所はまっ
たくついてこられないのね、このスピード感に。
だからそういう意味では、今、本当に弁護士さん
に助けてもらっているよね。ただ、本当に変化が
激しいからそれでも3カ月ぐらいで陳腐化する場
合も多いよね。
横 澤 そうですね。だからデジタルの世界は迅速

対応は当たり前で、法律の世界はそれって結構厳
しいんだけれど対応するしかないかもしれないで
すね。

に16年間向き合ってきて、そこのノウハウはか
なりたまっています。例えば、ボカロP※16 と呼
ばれるものがありますが、その作曲者は全部自己
完結型なんですよ。つまり、この1本の動画を「ニ
コニコ動画」に上げることで、まずは完結するん
ですね、原盤という意味では。

そうすると次にそれを誰かが歌ったりとか踊っ
たりとか演奏したりというn次創作が始まるんで
すよ。僕らはここに対してひも付けというのを、
まず自分たちで申請してもらうという形で樹形図
を作ってもらうんです。そうすると彼らの再生数
というものが原作者、原盤者に戻っていくという
ようなスキームを作ってきました。

その流れで、これから僕が注目しているのは、
AIで作られたアニメですね。これは同人誌と同
じ現象で、おそらくもう何か自分がこういうシー
ンが見たい、このキャラとこのキャラがこういう
ことをしているところが見たい、この背景で見た
いということをツールに入れていくと、もうその
動画ができてしまう。そうすると、おそらくそれ
はもう取締りができず非常に増えることになりま
すよね。そこの権利関係をどうするか。
小 川 例えばそのAIでジョン・レノンの歌声で

ほかの曲を流すとかも。
横 澤 あり得るでしょうね。何ならPVも作れま

すね。そうするとブロックチェーン的な形で、そ
の大元に戻すような仕組みが何か1つ全世界でグ
ローバルコード的なものが出てくるとよいので
しょうけれど、これがプラットフォームごとと
なってくると、おそらく無理が生じますよね。
小 川 ジョン・レノンにどうやって歌唱印税を払

うかだよね（笑）。
横 澤 今の既存の権利団体の支分権では、おそら

くそこまでは包括的に担われているかといったら
そうではないので。
小 川 ただ、そのジョン・レノンの声との同一性

の判断ってなかなか難しいよね。
平 人類が作ったイラストとか漫画とか絵と、

AIが生成したものの数や質を比較すると、もう

※16 ボカロ曲を作編曲し、発表する人のこと。
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だめだという話になりがちだけれど、今、僕はイ
ノベーションなどをやっていても、法体系の差と
いうかハンディキャップがあるような気がして。

ドローンだって自動走行だっていい感じだった
けれど、もういまや完全に世界に後れを取ってい
て、どんどん実装している国にデータが集まって、
進化しているわけだよね。英米法の国は基本ネガ
ティブリストだから、ルールにやってはいけない
と書かれていなければ、とりあえずやってみよう
かとサービスを始めるわけですよ。そうすると、
完全に先行しますねと。

そうすると、ものづくりで結構いいものを作っ
ていたドイツとか日本みたいな大陸法のところ
は、結局、新しいものが出てきて、昔作った法律
にやっていいとは書かれていないから、その瞬間
にグレーゾーンになるわけですね。グレーゾーン
になると何が起きるかというと、大企業はみんな
コンプライアンスでフリーズするんだよ。だから、
やってみようではなくて、みんな止めるわけよ。

弁護士など法律に携わる方々が先回り先回りし
て、立法事実がないときからレギュレーションの
デザインを議論して、先手先手を打っていかない
と、こういう機敏なのが当たり前の世界では、我々
は勝てないと思う。

だから、これからはやっぱりいろいろなテクノ
ロジーとか、とにかく若い人が新しいものを扱っ
てみると。とりあえず肌感覚を持っておいてほし

いですね。その上で、日本の勝ち
筋とか顧問先の企業の勝ち筋って
何だろうと。そうすると、必ず既
存のルールの壁にぶつかるから。
小 川 弁護士会でもどちらかとい

うと後ろを向いてやっている議論
が多いからね。
横 澤 コロナ禍で顕著になったと

思います。コロナ禍前に戻そうと
する人と、コロナ禍による変化を
使って先をつくろうって人に2つ
に分かれたと思いますよね。

未来の弁護士に求められる資質

小 川 これからの弁護士に必要なスキルは何だと
思いますか。
横 澤 事業側としてはこういう世界をつくりた

い、こういう景色が見たい、喜んでいる人の顔が
見たいというので突き進んでいきますが、本当に
前人未踏なところで、いろいろなリスクがあるの
をまず教えていただけるのはありがたいです。け
れど、そこで僕らは、そういうリスクがないよう
にものづくりをしましょうというときもあれば、
そのリスクがあるんだったら、こういうことを
やったら面白くないですかという、そのリスクが
また張り合いになったりすることがあるんです
ね。企業側としてはブレーキをかける弁護士さん
にはなってほしくないなと思いますよね、少なく
とも。

だから、一緒に考えていって両輪でやっていく
という方々と僕らはやりたいと思うので。やっぱ
りクリエイティブ性というか、そこは持っていて
いただけると、とてもうれしいんですよね、企業
側としては。

平 日本が失われた30年になってしまったそ
の間に、別に日本人は怠けていたわけではないよ
ね。我々は我々で頑張ってやってきたのに、気が
付いたらこれだけ経済は低迷していて、政治家が
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かにって思ったよね。
横 澤 すごい生の意見ですね。

平 デジタルでいろいろ解決していたのに、出
産のときにわざわざ役所に来いって言われる若
者って、みんな衝撃を受ける。どっちが正しいかっ
ていったら、若者の意見のほうが正しいので、若
手弁護士のみなさんも自分の価値観を信じて業界
を変えていったら、仕事も増えるのではないかな
と思いますね。
横 澤 あと業界という範囲を決めていることが結

構多いと思っていて。これからってどんどんテク
ノロジーが進化して、価値観とかが多様化して細
分化して複雑化していくと思います。そうすると、
新しい業界が生まれてきますが、そういうところ
にアジャストしている弁護士さんって結構いない
んですよね。

だから、何か自分の好きなこと得意なことを細
分化したところを領域として扱っていくみたいな
の が 顧 客 に も 望 ま れ る の か な と。 例 え ば、
YouTuberとVTuber って全然違うんですよね、
法律が。だから、私YouTuberやっていますと言
われたとしても、VTuberの仕事は預けられない
わけですよ。
小 川 例えばVTuberで誰が今人気なのかという

ことに興味と関心がなければ、そこの仕事はでき
ないだろうし、自分の思うところ、こういうこと
が実現したらいいなというところに、どんどん
入っていったほうがいいよね。最初のすさまじい
爆発的な興味と好奇心のエネルギーって若い人の
ほうがやっぱり強いし。

若いうちに積極的に新しい世界に入っていった
ほうがいい。ご飯が食べられるからこれをやるみ
たいな保守的な発想だったら、きっとだめなんだ
ろうな。あとやっぱり教科書に載っていない未知
の事態が起きたときにどうするかということが問
われているので、そのときに自分の勘でやるので
はなく、著作権法なら著作権法、民法なら民法を
必死に学んで考えるしかないよね。そうしたら、
それがたぶん最初にできた道だから。それをやっ
ていけば、絶対我々おじさんが追いつけない世界
にいくんじゃないかな。 

若手弁護士へのメッセージ

小 川 これから弁護士になる若者に向けてメッ
セージをいただけますか。
横 澤 とりあえず、僕はさっきお伝えしたことで

すが、やっぱり企業側としては、今までの過去の
経験から、ブレーキをかけるということよりは、
きちんと一緒に未来に向いてクリエイティブ性を
持って、リスクの対応だったり、新しいマーケッ
トを作りにいったりというところに情熱を燃やし
ていただける方がたくさんいるとうれしいかなと。

平 AIをはじめいろいろな技術、テクノロジー
が入ってくるので、若い人ならではの感性でそれ
を使い倒すと。それで、使い倒したときに自分た
ちの業界とか世界がどう変わるかというのはイマ
ジネーションを発揮していけば、先輩たちの仕事
をたくさん取れますよねという話なんじゃないの
かな。
小 川 そうですよね。今までもそうだったもんね。

社会が変革したとき、そこに順応している若い弁
護士が先輩に代わってそこの会社の顧問弁護士を
やってきたという歴史があるから、これからも
きっとそうだよね。

平 若い人たちってデジタルネイティブなわけ
ですよ。だから、たぶん弁護士の世界に入ってき
て衝撃を受けるんだと思うんだよね。これ対面な
のとか、これ、アナログなのって。ちなみに、今、
自民党では、リバースメンターという仕組みを取
り入れていて、20代の人たちからアドバイスを
もらって、逆に我々のような世代のメンターに
なってもらっているのね。台湾の政治家のオード
リー・タンさんは若いときにリバースメンターを
やっていて、彼はリバースメンターからデジタル
大臣になったんだけれど。

今うちにいるリバースメンター、めちゃくちゃ
優秀で。10人のリバースメンターからいろいろ
提案を受けているけれど、例えば、この間結婚し
て子供が生まれて、母子手帳とかをもらうのに、
こんなに体がしんどいときにわざわざ来いって、
あり得ないんですけどって言われてさ（笑）、確


